
 

   

令和５年度事業報告並びに収支決算承認について 

令和５年度 事業報告 

は じ め に 

 令和５年の３月の平均気温は、平年と比べて平年比約２℃高く推移したことから、一番茶

萌芽日は、京都府茶業研究所における観測史上最速（昭和４８年観測開始）の３月２８日（平

年比７日早い）となりました。このため、全農京都茶市場の初取引は４月１６日と、茶市場

開設以来最も早いスタートとなりました。 

 生育状況については、３月下旬の新芽始動直後は芽立ちが良く豊作を期待されましたが、

取引開始後の気候が昼夜の寒暖の差が激しく芽の伸長に格差を及ぼし減産傾向となりました。 

 一方、アフターコロナ、インバウンド需要の回復、輸出の拡大等の需要を見据え、全茶種

において強含みの堅調な価格での取引となりました。こうした中で、令和５年の総販売金額

は４０億円を超え、総平均取引単価は前年比１１２％となりました。 

 ５月８日には新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症になりまし

たが、生産者の皆様には感染拡大防止対策も意識しながら、全国・関西茶品評会への出品に

取り組んでいただきました。「第７５回関西茶業振興大会」では、従来の府県開催ではなく当

会議所が事務局となっています関西茶業協議会が主催する異例の大会となりましたが、出品、

運営に協力いただき、品評会を盛り上げていただきました。さらに、普通煎茶、かぶせ茶、

玉露、てん茶の４部門において、農林水産大臣賞と産地賞を獲得することができました。加

えて、「第７７回全国お茶まつり福岡大会」では、かぶせ茶、てん茶において農林水産大臣賞

と産地賞を獲得されるなど全国トップレベルの高品質茶生産技術と宇治茶産地の名声を堅持

されたところです。 

 また、京都の流通業者の皆様には、常に京都府産茶の購入・販売を第一に取組み、宇治茶

ブランドの維持・発展に貢献いただいているところです。 

 こうした中、茶業会議所では新型コロナウイルスの感染状況に応じた対策に配慮しながら、

恒例の「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」は有料による定員制の導入、大型ショッピング

モールにおける体験ワークショップの実施や宇治茶振興助成事業による宇治茶の普及への支

援を通じて、多くの消費者の皆様に「宇治茶の魅力」を発信してきたところです。さらには

「プレミアム宇治茶認証制度」に基づく「プレミアム手摘み玉露」、「プレミアム玉露」、「プ

レミアム煎茶」を認証し、ブランド価値を高める取組みを進めました。 

 

令和５年産茶の生産並びに流通・販売概況 

１ 令和 5 年の気象推移と府内産茶の生産・取引状況 

（情報提供：全国農業協同組合連合会京都府本部農畜産部茶業市場課） 

(1) 令和５年は、３月の平均気温は、平年と比べ高く推移したことにより一番茶萌芽日は

平年より７日早い３月２８日と昭和４８年年以降で最も早い萌芽宣言となりました。こ

のような生育状況を受け、全農京都茶市場の初取引は４月１６日と、茶市場開設以来最

も早いスタートとなりました。アフターコロナ、インバウンド需要の回復、輸出の拡大



 

等の需要を見据え、全茶種において強含みの堅調な価格での取引となりました。 

 生育状況については、３月下旬の新芽始動直後は芽立ちが良く豊作を期待しましたが、

取引開始後の気候が昼夜の寒暖の差が激しく芽の伸長に格差を及ぼし減産傾向となり、

１番茶の総数量は７５７ｔと前年比９８％となりました。 

 ただし、品質としては、早期摘採、早期遮光の実施により総じて良質な茶が出品され

ていました。一部に古葉が混入した茶や蒸不足を感じる茶がありました。 

 相場展開としては、内質重視で価格差は大きくなりましたが、全てのランクにおいて

強含みでの取引となり、１番茶の取引平均単価は３，９２８円、前年比１１６％と令和

３年度より３年連続で前年を上回る取引単価となりました。 

 ２番茶は高温多湿による病害虫被害や被覆による日焼け等が懸念される中での取組み

となりました。もみ茶は早期摘採により一定の品質が維持されたことと減産であったこ

とにより堅調な価格での取引となりました。てん茶は、１番茶の取引状況と需要動向に

より高値での取引となりました。２番茶の平均取引単価は２，５１５円、前年比１１５％

となりました。 

 

(2) 一番茶の茶種別流通・販売状況 

  ア 煎茶： 

萌芽日も早く摘採遅れを懸念しましたが、早期の始動によりミル芽摘採された茶

が多く上場されていました。外観が冴えて濃厚な味わい・宇治茶らしい香気を持ち

合わせた良質茶は高値で取引されました。また、減産傾向であることからも最後ま

で堅調な価格で取引されました。 

結果は前年比で、数量で７６％、平均単価で１２０％となりました。 

 

イ 玉露： 

手摘み玉露は、形状並びに内質の良い上級品が多く出品され、堅調な価格で取引

されました。また、最後まで摘み遅れを感じる茶はわずかでした。しかし、滋味に

ついて少し淡泊に感じる茶が散見されました。 

鋏摘み玉露は、手摘み玉露同様に堅調な価格で取引されました。終盤には摘採遅

れを感じる茶が散見されましたが、全体的に上質な茶が出揃っていました。 

結果は前年比で、手摘み玉露は数量で１０７％、平均単価で１０５％、鋏摘み玉

露は数量で９６％、平均単価で１１６％となりました。 

 

  ウ かぶせ茶： 

早期の取組みにより、全体的に形状の良い、覆い香味も兼ね備えた水色の良い良

質茶が多く上場され堅調な価格で取引されました。一部に覆い不足を感じる茶、水

色に欠点を持つ茶や摘採遅れの茶については低い評価となりました。 

結果は前年比で、数量で８８％、平均単価で１１４％となりました。 

 

 



 

  エ てん茶： 

宇治てん茶は、全体的に上質な茶が多く上場されていました。外観とから色の冴え

があることを前提に滋味と香気の濃い製品が堅調な価格での取引となりました。ごく

一部で覆い不足、雑ぱくを感じる茶が散見されました。 

初茶てん茶は、全体的に上質な茶が出揃ったこと、需要が拡大傾向であることによ

り堅調な価格での取引となりました。特に宇治茶らしい外観とから色が冴え、滋味が

濃厚な茶は高値で取引されました。 

結果は前年比で、宇治てん茶では数量で７６％、平均単価で１１６％、初茶てん茶

では数量で１０９％、平均単価で１１５％となりました。 

 

 (3) 二番茶の茶種別流通・販売状況 

  ア 煎茶： 

一番茶の生産量と価格を背景に堅調な価格での取引となりました。しかし、品質格差

による選択買い傾向は強く、良い形状で滋味の濃い製品は高値で取引されました。一方

で、外観が大型化やアメ色である製品、水色の赤み、苦渋味を感じる製品については、

引き合いが弱くなりました。数量は、前年に比べても大きく減少し５６ｔとなりました。 

結果は前年比で、数量で８７％、平均単価で１０５％となりました。 

 

  イ かぶせ茶： 

煎茶（二番茶）と同様に一番茶の生産量と価格を背景に堅調な価格での取引でした。

また、品質格差による選択買いの傾向は強かったものの、適期摘採され形状並びに色沢

の良い上質な製品の割合が多くなりました。数量は、てん茶（二番茶）への茶種移行も

あり、１４ｔと前年に引き続き大きく減産となりました。 

結果は前年比で、数量で８４％、平均単価で１１３％となりました 

 

  ウ てん茶： 

初茶てん茶の取引状況を背景に終始堅調な価格での取引となりました。製品格差に

よりクラス分けが行われますが、各クラス共に引き合いは強くなりました。特に下級

品の出回り量が少なく引き合いは強くなりました。クラス分けの要素は、から色の染

まり具合を基本に滋味の濃い製品は上級クラスとなり、染まりが悪い、病害虫被害等

による葉傷み、萎凋、ムレを感じる製品は下級クラスとなります。例年に比べ上級品

の割合が少なくなりました。数量は２５４ｔと増産傾向となりました。 

結果は前年対比で、数量で１０９％、平均単価で１１２％となりました。 

 

 (4) 秋番茶はすべて受注生産の相対取引となりました。需要としては茶系飲料の小売価格

の値上げにより消費が落ち込んだ状況での取引となりました。また、全国相場は下落

傾向の中、電気、ガス、燃料、人件費などの生産コスト上昇に伴う価格転嫁を求めた

交渉となり、販売数量は減少しました。取引単価については、価格転嫁できた分上昇

し、前年比約１０８％の価格（数量７９％）での取引となりました。 



 

秋てん茶もすべて受注生産の相対取引となりました。１番茶並びに２番茶の取引状

況を反映し需要が拡大しました。また、取引単価は、秋番茶同様に生産コストの上昇

に伴う価格転嫁を求めた結果、前年比約１０３％の価格（数量１２６％）での取引と

なりました。 

 

 (5) 全農京都茶市場における令和５年産の一番茶及び二番茶以降の取扱実績は、取引数量は

１，６８５ｔ（前年度１，６４３ｔ）となり、前年に比べて１０２％増となりました。 

また、取扱い金額では、４１．２億円（同３５．９億円）となり、前年に比べて１５％ 

増となりました。 

 

 (6) 令和５年度府内産茶の生産・販売状況は、茶園面積は１，５０５ｈａ（前年度１，５

２５ｈａ）となり前年比９９％でした。しかし、荒茶総生産量は、２，４２７ｔ（同 

２，３９４ｔ）で前年度に比べて１０１％となり、生産金額も７１．７億円（同６７．８

億円）で前年度に比べて１０６％となっています。 

        〔京都府産茶の生産・流通状況等に関する資料（旧京都府茶業統計）〕 

 

２ 全国の生産・流通状況 

ア 令和５年の全国レベルの荒茶生産量は、主産県計６８，０００ｔ(前年６９，９００ｔ)

で、前年産に比べて１，９００ｔ(３％)減少しました。 

主産府県の内訳は、静岡県２７，２００ｔ（前年産比５％減)、鹿児島県２６，１００ｔ

(同２％減)、三重県５，２２０ｔ(同１％減)、宮崎県２，９４０ｔ(同２％減)、京都府

２，６４０ｔ(同２％増)、福岡県１，７５０ｔ(前年産比同)の順となっています。 

                 〔農林水産省大臣官房統計部調べ〕 

 

  イ 一般家庭での緑茶（リーフ）消費は、年間購入量６７６ｇ（前年実績７０１ｇ、前

年比４％減）、消費支出金額３，２１４円（同３，２６３円、前年比２％減)と前年に

比べて減少し、ピーク時の消費量(平成１０年の１，２８４ｇ)に比べると、大幅に減

少（平成１０年比６０８ｇ減、４７％減）しています。     〔総務省家計調査〕 

一方、令和５年の緑茶ドリンクの生産量は、２９２万ｋℓ（前年実績２９５万ｋℓ、

前年比３万ｋℓ減）となりました。             〔日刊経済通信社調査〕 

 

  ウ 日本緑茶の令和５年の輸出量については、７．５７９ｔ(前年６，２６６ｔ)となり、   

前年比１，３１３ｔ、２１．０％増となり、輸出の好調さがうかがえます。 

    また、令和５年輸入量は３，１０８ｔとなり、前年(３，０８８ｔ)に比べて、２０ｔ、

０．６％増加しています。                  〔財務省貿易統計〕 

 

 

 

 



 

Ａ 実施した３つの重点課題と事業種目 

  ①高品質で、安心・安全な宇治茶づくりとブランド産地の育成 ②宇治茶の歴史、伝統 

 文化の継承、保存 ③宇治茶の普及啓発事業の強化を３つの重点課題とし、これらを達成 

 するため、次のとおり事業展開を図ってきています。 
 

事業名 事業区分（事業目的） 

Ⅰ 宇治茶文化保存事業 

１ 宇治茶文化の理解促進事業 

 （日本緑茶を楽しみ、味わう本来の喫茶習慣の普及と 

宇治茶文化に対する理解促進を図る）  

２ 宇治茶保存事業 

（宇治茶の歴史・文化の継承と理解促進を図る） 

Ⅱ 宇治茶振興事業 

１ 宇治茶生産と品質維持・向上対策事業 

 （安心・安全で信頼性の高い宇治茶の生産安定を図る） 

２ 宇治茶の普及啓発事業 

 （多彩な宇治茶づくしのイベントを開催し、宇治茶の 

  普及啓発を図る） 

３ 宇治茶振興を目的とした宇治茶会館等の貸与 

 （宇治茶の振興を目的とするイベントや催しを実施する 

  場として宇治茶会館・京都府茶業会館の貸し出し） 

Ⅲ 宇治茶振興に対する助成事業

(他団体で実施することにより、

宇治茶と宇治茶文化の普及発展

が見込まれる事業) 

１ 公募方式により事業助成する事業 

２ 選考の上、助成する事業 

 

 

Ｂ 事業の実績 

【Ⅰ 宇治茶文化保存事業】 

１ 宇治茶文化の理解促進事業 

（１）宇治茶ふれあい教室の開催 

   京都府内の小学校、支援学校、福祉施設等を対象に、授業の一環として、「宇治茶ふれ 

あい教室」を実施し、宇治茶による「食育」を推進しました。内容は下記のとおりです。 

 ①茶香服(お茶の種類当てゲーム)、②お茶の飲み比べ、③お茶の淹れ方(玉露・抹茶)、 

④ビデオ鑑賞、⑤宇治茶の種類・効能について、⑥仕上げ加工の実演、⑦石臼体験、 

⑧茶摘みの体験、⑨ホットプレート製茶等。  【開催実績:１７件、参加人数４７８名】 

 

（２）「宇治茶大好き！キッズ茶ムリエ検定」の開催 

   「宇治茶大好き！キッズ茶ムリエ検定」の開催京都府山城広域振興局との共催によ

り、次代を担う子供たちに宇治茶に対する理解を深めることを目的に、小学生(３～６

年生)を対象に、「宇治茶大好き検定」、「お茶の飲み分け検定」等を実施しました。 



 

    【開催実績：〇 開催場所…１０月２２日(日) 宇治茶会館（宇治市） 

                 １１月１１日(土) 田辺福祉センター（京田辺市） 

                 １２月 ２日(土) アスピアやましろ（木津川市） 

          〇 回数、参加者数…３回、１００名】 

 

（３）宇治茶の淹れ方体験学習の場〔宇治茶道場「匠の館」〕の運営 

 ア 令和５年度は、５月に新型コロナウイルスが５類感染症に位置付けられたことから、

観光客の数が増加し、さらにインバウンドの急増により外国人来客者数がコロナ禍前を

上回るなど、来客者数、売上とも大幅に上昇しました。 

 令和５年度の入込状況は、喫茶部門６，０５８名（前年度３，６６０名）、淹れ方教室 

１７０名（同 1３３名）、茶香服８５名（同７５名）、抹茶アート２０８名（同１３３名）

となりました。 

 

 イ 「匠の館」では喫茶メニューとして「宇治玉露」、「宇治抹茶」、「宇治煎茶」を提供 

  していますが、自宅用やお土産としていただくために、来客者に対して茶販売を行って

おり、好評を得ているところです。 

 

（４）国内外での宇治茶の情報発信 

 ア 京都府知事から委嘱された「宇治茶伝道師」の皆様と協調して当会議所では京都府民

や京都を訪れる国内外からの観光客等に対して、宇治茶の歴史・文化や美味しい宇治茶

の淹れ方など、情報発信に努める活動を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）宇治茶の食育教材「宇治茶大好き」、「みんなでお茶しようね」の無料配布 

   小中学校等低年齢層や一般の消費者に対して、宇治茶の美味しさ、効能等に関する理 

  解を促進するため、申請に応じて、宇治茶の食育教材「宇治茶大好き（日本語版・英語 

  版・中国語版）」、童話絵本「みんなでお茶しようね」を無料配布するなど、茶育を推進 

  しました。       【配布実績：宇治茶大好き    ３６件、２，９３２部 

                    みんなでお茶しようね ６件、  ３２８部 】 

 

２ 宇治茶保存事業 

（１）第２０回宇治茶製法手もみ技術競技大会の開催 

   令和６年３月１日(金)に宇治茶会館において第２０回宇治茶製法手もみ技術競技大会 

宇治茶伝道師名簿（１０名）〔順不同、敬称略〕  （令和４年１１月２９日委嘱） 

 堀井長太郎（会頭 / 茶商工業者）、吉田利一（副会頭 / 生産者）、 

 中田義孝（理事 / 生産者）、仲井敏雄（理事 / 茶商工業者）、 

藤井孝夫（理事 / 大学教授）、村田範子（日本茶インストラクター）、 

川邊佳秀（京都府茶業連合青年団員）、大西美佳（日本茶インストラクター） 

小嶋秀子（日本茶インストラクター）、小山茂樹（茶商工業者） 



 

  を開催し、京都府宇治茶製法手もみ技術保存会連絡会議会員４団体１１チームが参加し 

  ました。審査員には、京都府茶業研究所長等の３名が当たり、厳正な審査の結果、和束

茶手揉技術保存会が優勝杯（会議所会頭杯）を獲得されました。 

 

（２）全国手もみ茶振興会主催行事への参加 

 ア 第３１回全国手もみ茶品評会への出品 

   １５都府県から１１４点の出品があり、京都府からは３つの地域保存会（京田辺、宇

治田原、南山城村）から５点の出品を行いました。 

 

 イ 第２７回全国手もみ製茶技術競技大会への参加 

   令和５年１１月１６日(木)に静岡県藤枝市のいきいき交流センターで開催された第 

２７回全国手もみ製茶技術競技大会には、全国１４都府県から２３チームが出場するな

か、京都府からは４つの地域保存会（宇治、京田辺、和束、南山城村）から４チーム 

１２名が出場し、和束茶手揉技術保存会が１位（最優秀賞）、南山城村茶手もみ技術保存

会が３位（優良賞）を獲得する快挙となりました。 

 

（３）宇治茶の世界文化遺産登録を目指す取組みについて 

 ア 文化庁に対する提案書（令和４年度改定） 

  ■ 提案コンセプト 

    ① 資産名称 宇治茶の文化的景観 

           Uji-cha Tea Cultural Landscape 

    ② 本資産の顕著な普遍的価値（OUV） 

    （ア）「抹茶」、「煎茶」、「玉露」に代表される日本の緑

茶は、中国では途絶したとみられる「蒸し製法」

と粉末茶に湯を注いで飲む喫茶法及び茶を湯に浸

してエキスを飲む喫茶法が、京都府南部の山城地

域で生まれた「覆下栽培」と「宇治製法」という

生産技術によって日本独自の緑茶へと進化したも

のである。宇治茶の文化的景観は、日本の緑茶という固有の文化的伝統の起源

であり、その伝統的な生産のあり方が現在に継承されている。 
 

    （イ）宇治茶の生産は、山城地域の自然環境条件を活かしつつ、日本独自の生産技

術及び流通・消費条件によって、茶園、茶工場、茶問屋等からなる独特の土地

利用と景観を形成している。その土地利用と景観は、生産に関わる技術革新と

合理化により、有機的に進化を遂げつつ現在に継承されており、日本の緑茶生

産に関わる土地利用と景観を代表する例である。 
 

    （ウ）宇治茶は日本人の日常生活の喫茶文化として根付くとともに、「茶の湯」「煎

茶道」という社会の特徴は、文化的、思想的に強い影響力を持つ固有の喫茶文

化の形成に寄与してきた。 



 

       以上のように「宇治茶の文化的景観」は、日本の緑茶という固有の文化的伝

統の起源とその生産方法の継承、その生産に関わる土地利用と景観の代表例、喫

茶文化への寄与、の各点において顕著な普遍的価値を有する資産である。 
 

■ 提案書の改定概要 

  本提案書は、平成２６年３月に作成したものを、宇治茶文化的景観等調査研究会議に 

 よる調査結果を反映し、金田章裕京都大学名誉教授を座長とした有識者会議の意見を 

 踏まえて改定を行い、文化庁へ提案しているものです。今回は平成２９年度以来の４回 

 目の改定となり、文章、構成、レイアウトを全面的に見直し、変更しました。 

＜主な改定内容＞ 

第１章 本資産の概要 

以下の視点を新たに強調し、記述されました。 

・宇治茶の生産面だけでなく流通面にも日本茶を代表する特徴があり、生産か 

 ら流通に至るまでの景観を一体的に「宇治茶の文化的景観」として捉える。 

・小規模小ロットによる茶生産と荒茶の多様性が宇治茶の安定した品質を支え 

 ており、茶園景観の多様性にその特徴がよく表れている。 

・生産者と茶問屋の「相対」による直接取引に見られる密接な関係性が宇治茶 

の品質を支えている。 

・宇治茶は支配者層から一般庶民に至るまで、日本固有の緑茶による喫茶文化 

 の形成に大きく寄与した。 

第２章 本資産の歴史と発展 

      以下の視点を新たに強調し、記述されました。 

・製茶技術の機械化は手揉みである「宇治製法」を精巧に機械へ移行したもの 

であり、機械化により「宇治製法」が全国へ普及した。 

第３章 文化的景観の構造と構成資産 

・構成地域ごとに、「地理」「歴史」「景観」の各視点から詳細な記述を加え、各 

構成地域の本資産における価値、位置づけをより明確にした。 

第４章 本資産の現状と保存活用 

・近年の保存活用の取組み（「お茶の京都」、各市町村）に基づき、資産の保存

活用に関する記述を充実させるとともに、周辺環境の保全など本資産が抱え

る課題を明確にした。 

第５章 世界遺産への妥当性 

・「世界遺産条約履行のための作業指針（２０１３年）」に基づき、実際の世界 

遺産推薦書に沿った項目で、本資産の「OUV（顕著な普遍的価値）」「真実性 

（オーセンティシティ）・完全性（インテグリティ）」を記述。 

・近年の調査研究や、宇治茶が日本茶の代表として参画したイコモス主催の 

テーマ別研究「The Landscapes of Asia」の成果（２０２１年発表）に基づき、 

国内・国外の類似資産と比較し、本資産の唯一性を強調。 

 



 

 イ 「宇治茶世界文化遺産登録推進プラットフォーム」の取組みについて 

   「宇治茶の文化的景観」の暫定リスト入りを目指して、「宇治茶世界文化遺産登録推進 

  プラットフォーム」の一員として、次のとおり情報発信や府民の理解醸成に努めました。 

  〇 茶育事業「山城のたから授業」の実施 

    山城地域の小学校１５校において、小学３～６年生を対象に実施。 

  〇 宇治茶ファンミーティング「宇治茶ＬＯＶＥ茶会ｉｎ南山城村」の開催 

    令和６年１月２７日(土)、参加者２１名（定員２５名） 
 

（参考）宇治茶世界文化遺産登録推進プラットフォームの概要 

   平成２５年度に文化庁に対する提案書づくりに合わせて、宇治茶の世界文化遺産登 

録を目指す戦略づくりを目的とし、茶業関係者、大学研究者等の多彩なメンバーが 

一体となった地元推進組織として設置。 

   代表：森京都文教大学学長  事務局：京都府、当会議所 

 

 ウ 宇治茶の世界文化遺産登録の推進に向けたその他の取組み（京都府、京都文教大学） 

  〇 宇治茶の文化的景観地域フォーラムｉｎ南山城村 

    【開 催 日】令和５年１２月１４日(木) 

    【開催場所】南山城村文化会館 やまなみホール 

    【内  容】講演、パネルディスカッション 

    【参 加 者】６４名（定員２００名） 
 
  〇 宇治茶の文化的景観地域フォーラムｉｎ木津川市 

    【開 催 日】令和６年２月１１日(日) 

    【開催場所】木津川市山城総合文化センター（アスピアやましろ） 

    【内  容】講演、パネルディスカッション 

    【参 加 者】１０５名（定員１５０名） 

 

 エ 神社仏閣での献茶祭について 

   宇治茶の歴史、文化を今に伝える文化的な儀式である神社仏閣が行う献茶祭は、一般

市民、観光客が実際に宇治茶を味わい、宇治茶の伝統文化に触れ、宇治茶文化に対する

国民の理解促進になることから積極的に支援し、その継承に努めました。 

   〇 令和 5 年 ５月 ３日(水・祝) 平安神宮献茶 

   〇 令和５年１１月 ８日(水)   高山寺献茶式 

   〇 令和５年１１月２６日(日)   北野天満宮御茶壺奉献奉告祭 

 

（４）高山寺茶園（日本最古の茶園）の管理 

   宇治茶発祥の地「高山寺茶園」について、当会議所、宇治市茶生産組合を中心に、京

都府、宇治市、宇治茶愛好家等の指導、協力を得て４回（７月１９日(水)、９月１４日(木)、

１０月２６日(木)、令和６年３月２６日(火)）の管理を実施しました。 

 



 

（５）宇治茶関連資料の収集・整理 

   京都府茶業会議所の前身である京都府茶業組合取締所が明治１７年に設立され、爾来 

  １３０年余りが経過する中で、その膨大な会議所の資料や宇治茶に係る古い記憶等の収 

  集・整理に取り組み、一定、会議所の資料を整理し、順次適宜、整理等を進めたところです。 

 

（６）宇治茶会館における宇治茶文化財の常設展示 

   宇治茶会館３階展示ホールにおいて、宇治茶関連文化財の常設展示を実施しました。 

    主な展示物：宇治茶まつり献茶道具（窯、茶碗等）、宇治の製茶図（レプリカ） 

 

【Ⅱ 宇治茶振興事業】 

１ 宇治茶生産と品質維持・向上対策事業 

（１）消費者が安心して飲める安心・安全な宇治茶づくり対策 

 ア 宇治茶ＧＡＰ〔農業生産工程管理手法〕の推進 

   宇治茶ＧＡＰ推進協議会を推進母体として、行政、関係団体等が一体となった「宇治 

茶ＧＡＰ」の支援・推進の取り組みが進められました。 

   当会議所では、推進協議会の一員として、府内の茶産地全体が揃って宇治茶ＧＡＰ実

践に取組めるよう支援するとともに、一定レベルをクリアした宇治茶ＧＡＰ実践者（製

茶工場）からの申請に基づき、令和５年には上級５工場、初級８１工場の承認を行った

ところです。 

   なお、令和６年３月５日(火)には、宇治茶ＧＡＰ生産者研修会を開催し、荒茶異物混 

  入事故について理解を深めました。【出席者１５名】 
 

（参考）宇治茶ＧＡＰの概要 

 １ 対 象 者 ：府内の茶生産者・製茶工場 

 ２ 実践内容：自己点検の実施、改善指導。実践誓約書の提出、実践確認証の交付。 

 ３ 指 導 者 ：産地ＪＡ担当者、普及指導員、先進的農家 

 ４ 宇治茶ＧＡＰの承認制度 

〇 対象者：一定の基準を満たした宇治茶ＧＡＰの実践者（製茶工場） 

〇 レベル：初級、上級の２級制。次の基準を満たす者・工場を承認。 

レベル 承認基準 点検事項 

初級 点検シートの必須項目 100% ・１次点検、２次点検とも書類確認 

上級 同必須項目 100%＋重要項目 70% 
・１次点検⇒書類確認＋現地確認 

・２次点検⇒書類確認 
 

 ５ 宇治茶ＧＡＰ推進協議会（平成２７年１月設立） 

   京都府、京都府農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会京都府本部、京都やま 

しろ農業協同組合等府内の産地ＪＡ、(公社)京都府茶業会議所、京都府茶生産協議会、 

京都府茶協同組合で構成。（会長：吉田利一京都府茶生産協議会長） 

 



 

 イ 令和５年度の府内産荒茶農薬残留分析結果について 

   全農京都府本部茶市場に出品された府内産荒茶のうち、一番茶、二番茶、秋番茶の煎

茶、かぶせ茶、玉露、てん茶の４茶種から合計２２検体について、本府において通常使

用されている茶農薬を中心に、一斉分析検査（１１７項目）を実施したところ、すべて

の検査について、食品衛生法による残留農薬基準を上回るものは見られませんでした。 

   なお、結果概要については、当会議所ホームページに掲載しています。 

 

 ウ 「茶樹病害虫防除指針」に基づく清浄茶生産の推進 

   安心・安全な府内産荒茶を生産するため、京都府茶生産協議会と連携・協力して、「茶 

  樹病害虫防除指針」に基づき、農薬の安全使用と農薬散布作業でのドリフト防止に万全 

  を期すよう指導の徹底を図っています。 

   こうした安心・安全な宇治茶生産の取りみが高く評価され、府内産茶のブランド力向

上に寄与しているものと考えられます。 

 

（２）京都府内地域別茶園品評会、茶品評会の奨励 

   京都府内の市町村、ＪＡが開催する地域別の茶園品評会、茶品評会に対して、事前に 

  開催される栽培、製茶技術向上研修会の開催を支援し、茶生産農家の技術向上を図ると 

  ともに、審査会に審査員を派遣しました。 

   また、品評会を後援するとともに、成績優秀者に対して会頭賞を贈り、府内における 

良質茶の生産奨励に努めました。 

   【令和５年度実績：後援数４件、会頭賞交付数２７点】 

 

（３）２０２３年度京都府優良品種茶園品評会の開催結果 

   府内地区審査１０１点から選抜された４１点の出品があり、１１月に４日間の審査が 

行われました。幼木茶園の部、成木茶園・手摘みの部、成木茶園・機械摘みの部の３部 

門から、特に優秀な茶園が農林水産大臣賞を受賞しました。 

   また、褒賞授与式は令和６年２月１５日(木)に宇治茶会館において開催されました。 

  ・〔農林水産大臣賞〕 成木茶園・手摘みの部 寺川達也（宇治市） 

 

（４）第４１回京都府茶品評会の開催結果 

   ２７５点の出品となり７月４日(火)、５日(水)に宇治茶会館において審査が行われ、 

結果等については下記のとおりです。 

   また、褒賞授与式は令和６年２月１５日(木)に宇治茶会館にて、農林水産大臣賞受賞

者を始め成績優秀者や関係者出席のもと、執り行われました。 
 

 ア 出品点数 

茶種 煎 茶 かぶせ茶 玉 露 てん茶 合 計 

点数 ３２ ４６ ７４ １２３ ２７５ 
 
 



 

 イ 入賞点数 

区 分 煎 茶 かぶせ茶 玉 露 てん茶 合 計 

１等 ２ ２  ５  ７ １６ 

２等 ３ ６  ８ １４ ３１ 

３等 ６ ７ １２ １６ ４１ 
 

 ウ 一等一席受賞者 

  ・煎  茶の部〔農林水産大臣賞〕 中窪耕司（南山城村） 

  ・かぶせ茶の部〔近畿農政局長賞〕 福井ヒデ子（綾部市） 

  ・玉  露の部〔近畿農政局長賞〕 山下新貴（京田辺市） 

  ・て ん 茶の部〔農林水産大臣賞〕 辻 航己（宇治市） 

 

（５）第４５回宇治茶品評会の共催 

   ３０８点の出品となり、９月２７日(水)に宇治茶会館にて開催の審査会の結果等に 

  ついては下記のとおりです。 

   また、褒賞授与式は１０月１８日(水)に宇治茶会館において行われ、農林水産大臣賞 

  や各特別賞が交付されたほか、成績優秀者に会頭賞を贈りました。 
 

 ア 出品点数  

茶種 玉 露 煎 茶 てん茶 合 計 

点数 １０５ １０３ １００ ３０８ 
 

 イ 農林水産大臣賞受賞者 

  ・玉 露の部  株式会社丸久小山園 

  ・煎 茶の部  共栄製茶株式会社 

  ・てん茶の部  株式会社堀井七茗園 

 

（６）第７７回全国お茶まつり福岡大会及び第７７回全国茶品評会の開催結果 

   第７７回全国茶品評会は、１８年ぶりに福岡県での開催となり、八女市のＪA 全農ふく

れん茶取引センターにおいて開催され、京都府からは、煎茶、かぶせ茶、玉露、てん茶の

４茶種で総数１２８点（前年度２２９点）の良質茶が出品され、４４点が入賞しました。 

   また、かぶせ茶、てん茶の部で農林水産大臣賞を受賞し、産地賞についても舞鶴市（か 

ぶせ茶）と宇治市（てん茶）が１位（優勝旗）を獲得されたほかに４市町が入賞するな 

ど、見事な成績を収めることができました。 

   なお、出品点数、審査成績結果、産地賞及び特別賞受賞等は、次のとおりです。 
 

 ア 主催  全国茶生産団体連合会、第７７回全国お茶まつり福岡大会実行委員会 
 
 
 
 
 



 

 イ 全国及び京都府茶種別出品点数並びに入賞点数 

 普通煎茶 深むし 

煎茶 
かぶせ茶 玉露 てん茶 

蒸し製 

玉緑茶 
釜入り茶 合計 

10k 4k 

出
品 

総  数  

京都府 

104 

－ 

110 

 3 

102 

－ 

105 

 29 

117 

 33 

111 

 63 

101 

－ 

82 

－ 

832 

128 

入
賞 

総  数  

京都府 

31 

－ 

33 

 3 

30 

－ 

 32 

 16 

 35 

  1 

 33 

 27 

 30 

－ 

24 

－ 

248 

 44 
 

 ウ 審査会及び京都府選出審査員 

・期 日：令和５年８月２２日(火)～２５日(金) 

・場 所：ＪA 全農ふくれん茶取引センター（八女市） 

・審査員：２０名 

    審査長 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

             果樹茶業研究部門 茶業研究領域長  佐藤安志 

    京都府選出審査員 京都府茶業研究所   所長     神田真帆 

             京都府茶生産協議会  参与     加藤英幸 
 

 エ 入賞点数（１～３等、京都府関係分） 

 普通煎茶(4kg) かぶせ茶 玉 露 

 
1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 

総 数 6 11 16 33 5 11 16 32 7 12 16 35 

京都府 0  0  0  0 5  7  4 16 1  0  0  1 

 
てん茶 合 計 

入賞率（本府関係分４茶種） 
1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 

総 数 6 11 16 33 24 45 64 133 ３０％（入賞数 / 出品数） 

京都府 6  9 12 27 12 16 16 44 ３３％（京都府入賞数 / 入賞数） 

 

 オ 農林水産大臣賞受賞者（一等一席受賞者） 

  ・かぶせ茶  菱田繁政（舞鶴市） 

  ・て ん 茶  山﨑省吾（宇治市） 
 

 カ 産地賞（１～３位、１位優勝旗） 

  ・かぶせ茶  舞鶴市（１位）、綾部市（２位）、福知山市（３位） 

  ・玉  露  京田辺市（２位） 

  ・て ん 茶  宇治市（１位）、久御山町（２位） 
 

 キ 第７７回全国お茶まつり福岡大会 実施諸行事 

  ・入札販売会 

    期日：令和５年９月２１日(木) 

    場所：サザンクス筑後（筑後市） 



 

  ・褒賞授与式、出品茶展示など 

    期日：令和５年１０月２８日(土) 

    場所：八女市民会館おりなす八女（八女市） 

  ・茶消費拡大イベント（八女茶魅力発信イベント「八女茶の宴（えん）」） 

    期日：令和５年１０月２８日(土)～２９日(日) 

    場所：小倉城庭園、リバーウォーク（北九州市） 

       福岡大名ガーデンシティ大濠テラス（福岡市） 

  ・第４０回全国茶生産青年茶審査技術競技大会、茶業青年の夕べ 

    期日：令和５年１０月２７日(金) 

    場所：ＪA 全農ふくれん茶取引センター（八女市） 

       グランドハイアット福岡（福岡市） 

 

（７）第７５回関西茶業振興大会の開催結果 

   第７５回関西茶業振興大会は、初の関西茶業協議会主催において開催されました。 

   総出品点数３３１点のうち、京都府からは普通煎茶、かぶせ茶、玉露、てん茶による 

  総数１４９点（前年度１１３点）の良質茶が出品され、６４点が入賞しました。 

   普通煎茶、かぶせ茶、玉露、てん茶で上位入賞を果たすとともに、産地賞（１位）を

獲得することができ、一層、宇治茶銘柄を高揚することができました。 

   出品点数、審査成績結果、産地賞及び特別賞受賞者は次のとおりです。 
 

 ア 主催  岐阜県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、奈良県、関西茶業協議会 
 

 イ 出品点数 

茶種 普通煎茶 深蒸煎茶 かぶせ茶 玉 露 てん茶 合計 

総 数 １１６ ４１ ４３ ４４ ８７ ３３１ 

京都府  ２９ － １６ ４４ ６０ １４９ 
 

 ウ 審査会及び京都府選出審査員 

・期 日：令和５年８月２日(水)～４日(金) 

・場 所：宇治茶会館（宇治市） 

・審査員：２４名 

    審査長 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

            果樹茶業研究部門 茶業研究領域長  佐藤安志 

    京都府選出審査員 京都府茶業研究所     所長  神田真帆 

                〃      主任研究員  堤 保三     

             京都府茶生産協議会    参与  加藤英幸 

            （関西茶業協議会      会長  堀井長太郎） 

（関西茶業協議会          工藤康將） 

（関西茶業協議会          大原泰博） 
 
 



 

エ 入賞点数（１～３等、京都府関係分） 

 普通煎茶 かぶせ茶 玉 露 

 
1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 

総 数 6 14 18 38 2 6 7 15 2 5 5 12 

京都府 6  9  3 18 2 4 5 11 2 5 5 12 

 
てん茶 合 計 

入賞率（本府関係分４茶種） 
1等 2等 3等 計 1等 2等 3等 計 

総 数 4 9 14 27 14 34 44 92 ３１％（入賞数 / 出品数） 

京都府 4 9 10 23 14 27 23 64 ７０％（京都府入賞数 / 入賞数） 

 

 オ 農林水産大臣賞受賞者（一等一席受賞者） 

  ・煎  茶  中窪耕司（南山城村） 

  ・かぶせ茶  下岡清富（宇治田原町） 

  ・玉  露  山下新貴（京田辺市） 

  ・て ん 茶  青山大芽（宇治市） 
 

 カ 産地賞（１～３位、１位優勝旗） 

  ・煎  茶  南山城村（１位）、和束町（２位） 

  ・かぶせ茶  宇治田原町（１位）、綾部市（２位）、木津川市（３位） 

  ・玉  露  京田辺市（１位）、宇治市（２位）、宇治田原町（３位） 

  ・て ん 茶  宇治市（１位）、城陽市（２位）、久御山町（３位） 
 

 キ 第７５回関西茶業振興大会実施諸行事 

  ・出品茶入札販売会 

    期日：令和５年９月７日(木) 

    場所：宇治茶流通センター（城陽市） 

  ・褒賞授与式、出品茶展示など 

    期日：令和５年１０月～令和６年２月 

    場所：主催６府県の各地 
 
 

  

第７７回全国お茶まつり福岡大会 第７５回関西茶業振興大会 

 



 

（８）出品奨励金及び特別報奨金の交付 

   第７７回全国茶品評会、第７５回関西茶品評会、第３１回全国手もみ茶品評会への 

  出品者を対象に出品奨励金並びに農林水産大臣賞受賞者及び１等賞受賞者へ特別報奨金

を交付しました。また、全国手もみ茶品評会出品者には、１点当たり１０，０００円の

出品奨励金を交付したところです。 

   なお、令和５年度は関西茶品評会を関西茶業協議会（事務局：当会議所）が主催する

ことや前年の全国及び関西茶品評会での好成績を継続することで府内の宇治茶産地の 

活性化を図るため、多数の優秀なお茶を出品いただくことを目的として、京都府開催 

並みの全国及び関西茶品評会の出品奨励金を１点当たり２０，０００円としました。 

   さらに、第２７回全国手もみ製茶技術競技大会では、「全国手もみ製茶技術競技大会特

別報奨金」により、１位の和束茶手揉技術保存会に１００，０００円、３位の南山城村

茶手もみ技術保存会に３０，０００円を交付したところです。 

                            【総額 ６，６４０，０００円】 

 

（９）「プレミアム宇治茶認証制度」の取組み 

   「プレミアム宇治茶認証制度」については、高品質茶のブランド価値を高めるため、 

  京都府や関係団体と協力・連携して平成３０年度に創設したところです。 

   本年度は、「プレミアム手摘み玉露」、「プレミアム玉露」、「プレミアム煎茶」合わせて 

  計６６点（計２１業者）を認証するとともに、広報用パンフレットにより認証茶取扱店 

  等を通じて制度をＰＲし、さらには、イベントでプレミアム宇治茶を使用してもらう 

  取組みも行いました。 

 

 

区  分 
出品奨励金 

特別報奨金 

一等賞受賞 

特別報奨金 

農林水産大臣賞受賞 

点数 金額(円) 点数 金額(円) 点数 金額(円) 

全国茶品評会 １２８点 2,560,000 

かぶせ茶 ４点 

玉  露 １点 

て ん 茶 ５点 

300,000 
かぶせ茶 １点 

て ん 茶 １点 
200,000 

関西茶品評会 １４９点 2,980,000 

普通煎茶 ５点 

かぶせ茶 １点 

玉  露 ２点 

て ん 茶 ３点 

220,000 

普通煎茶 １点 

かぶせ茶 １点 

玉  露 １点 

て ん 茶 １点 

200,000 

全国手もみ茶

品評会 
５点 50,000     

全国手もみ

製茶技術競

技大会 

  
１  位 １点 

３  位 １点 

100,000 

30,000 
  

合  計 ２８２点 5,590,000 ２３点 650,000 ６点 400,000 



 

   〇 品質審査会 令和５年１１月２日(木) 

   〇 認証委員会 令和５年１１月９日(木) 

   〇 認証数等  ・プレミアム手摘み玉露 ２５点（１６業者） 

           ・プレミアム玉露    １４点（１１業者） 

           ・プレミアム煎茶    ２７点（１７業者） 

                                  シンボルマーク 

 

（10）アグリイノベーション創出事業の取組み 

   令和５年から３か年間、宇治茶の機能性成分の実用化を図るため、次の２課題について、

研究にかかる経費を負担しています（令和４年から３か年、特定費用準備資金として各

年度６００万円積立て）。 

  ア 抹茶飲用による機能性成分「ポリアミン」等の肌理（きめ）改善 

    抹茶摂取後、頬や上腕内側で皮膚の状態が改善される傾向がみられたが、抹茶飲用

の有無による明らかな効果は判然としなかった。次年度以降、さらに肌改善試験に取

り組むとともに血液中のポリアミン等の含有量との関連を検証する。 

  イ テアニン、ポリアミン等の機能性成分が豊富な新品種育成 

    自然仕立てで若々しい組織に多いオーキシンの遺伝子発現が確認され、今後は、柔

らかな新芽が維持され、ポリアミンなどの機能性成分が豊富な系統の選抜を進める。 

 

（11）「宇治茶ブランド拡大協議会」における産官連携研究活動の強化 

   宇治茶の高い品質維持を図るため、ＮＰＯ法人京都・地球みらい機構と連携しながら、

茶業団体、行政機関等で構成する「宇治茶ブランド拡大協議会(会長：森下康弘副会頭)」

を設立し、「気候変動が宇治茶に与える影響」に関する実証試験等を実施するため、茶園

における気象データの蓄積を図っています。 

   気象観測装置は、現在設置されている１４台のうち、初期の設置機器は１０年を経過

した装置もあり、観測装置が必要のない「茶生育等予測マッピングシステム」（令和元年

９月より京都府茶業研究所の事業でスタート）への移行を含めたトータル的な活用を 

検証しています。 

   また、もう一つの活動の「宇治茶にまつわる古い記憶を再現プロジェクト」では、 

  京都府茶協同組合並びに当会議所が所蔵しているアナログデータをデジタル化しデータ 

  ベース化することで情報収集に取組み、事業紹介を展開しました。 

 

（12）輸出向け荒茶生産体制の整備 

 ア 海外での日本緑茶の優れた機能性に対する期待や和食の無形文化遺産登録等を背景 

に輸出は、令和５年の輸出額は２９２億円と過去最高を更新するなど、今後も一層の 

需要拡大が見込まれていますが、輸出先国（ＥＵ、米国、台湾等）の残留農薬基準を 

クリアできる生産体制を構築する必要があります。 

 



 

 イ このため、「日本茶輸出促進協議会（平成２６年１２月設立、全国茶業団体、京都、

静岡、鹿児島の茶業会議所で構成。会長：上川陽子(公社)日本茶業中央会会長）」の 

事業として、輸出向け茶の生産拡大を図るため、２７年度から現地実証圃の設置や検討

会を開催し、輸出先国の農薬基準をクリアする農薬使用体系の構築を進める中、残留農

薬の検証の取組みを進めています。 

   今年度は計１０圃場で農薬防除体系の構築検証等に取組み、一定の成果を得たところです。 

   〇 現地実証圃場の設置 

     宇治田原町：３か所、和束町：２か所、南山城村：５か所 

   〇 現地実証圃での生産荒茶の農薬残留分析等 

 

２ 宇治茶の普及啓発事業 

（１）「お茶の京都」づくりに対する協力 

   「お茶の京都博」の成果を引き継ぐため、「お茶の京都 Premium Green Fes.」を冠し 

  た山城各地の種々のイベントは、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置付けら

れたことから、従来の開催に戻りつつあります。 

   当会議所の下記記載の「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」も「お茶の京都 Premium 

Green Fes.」の１つと位置付けて取組みました。 

 

（２）「宇治茶カフェ」の利用拡大と新規店舗の認定促進 

   消費者の皆さんが淹れたての宇治茶を手軽に楽しむことができるよう、宇治茶の郷づ 

  くり協議会の一員として宇治茶カフェの認定制度に取組み、冊子「宇治茶カフェ」を印

刷・配布しました。 

   しかしながら、コロナ禍においてメニューの簡素化や人材不足により、本年度の新規

登録は無く、認定店は減少しました。認定店３８店舗（昨年４１店舗）。 

 

（３）「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」の開催 

   宇治新茶の始まりを告げる、恒例の「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」は、令和５ 

  年５月２日(火)に開催し、茶業センター茶園での「茶摘み体験」をはじめ、宇治新茶の 

淹れ方体験、宇治茶の手もみ実演等により参加者に宇治茶の魅力を伝えるとともに、全

国に新茶シーズンの訪れを発信できました。【開催実績：参加者６００名（定員６００名）】 

 

（４）宇治茶ブランド新展開プロジェクト」の推進 

   「宇治茶ブランド新展開プロジェクト協議会」（平成２９年１２月設立）において、今後 

  の消費拡大にとって重要である宇治茶の外食（特に和食業界）における有料での提供、 

  一般消費者、外食事業者に対して新たな宇治茶の飲み方をＰＲし、宇治茶の消費拡大に 

  取組みました。その一つとして、令和２年９月から販売が開始された「京都宇治玉露 玉

兎」の普及促進においては、サンプル提供のキャンペーンやプロモーショングッズの作

成・配付、展示会への出展等でＰＲと販売促進に取組みました。 



 

   また、宇治茶を飲む人の視野を広げることを目的に宇治茶機能性講座を開催しました。 

 （主な取組内容） 

   ○「京都宇治玉露 玉兎」のプロモーション 

     ■販売状況（令和５年 4 月～令和６年３月） 

      ・販売本数４９，８９６本（協議会買い上げ分含む） 

     ■海外への販路開拓 

      ・第７回“日本の食品”輸出 EXPO への出展 

（令和５年６月２１日(水)～２３日(金)、東京ビッグサイト） 

      ・Salon du Sake（フランスの酒類展示会）へのサンプル送付 

     ■府内及び大都市圏への販売拡大プロモーション 

      ・ミナト展示会への出展 

（令和５年５月２４日(水)、 みやこめっせ） 

      ・玉兎新規注文キャンペーンの実施 

（令和５年６月１日(木)～７月１日(土)、期間内の新規注文業者に追加無料提供） 

      ・第１６回アグリフード EXPO への出展 

（令和５年８月２３日(水)～２４日(木)、東京ビッグサイト） 

      ・京都文化交流コンベンションビューロー 会員の集いへの出展 

（令和５年１２月１９日(火)、ホテルグランヴィア京都） 

      ・国際ホテル レストランショーへの出展 

（令和６年２月１３日(火)～１６日(金)、東京ビッグサイト） 

     ■消費者向けプロモーション 

      ・ＭｅｅｔｚＳＴＯＲＥ（京都高島屋 Ｔ８）への出品（令和５年１０月～） 

      ・ＪＲ西日本ＥＣサイト「DISCOVER WEST mall」への掲載（令和６年１月～） 

      ・イベント等へのサンプル提供 

■プロモーショングッズの作成 

      ・玉兎専用グラスの作成 
 
   ○ 宇治茶機能性講座（オンライン）の開催 

     開催日：令和５年１０月１４日(土) 

参加者：１１０名 

     内 容：第１部「ストレスとうまく付き合うための覆い下茶の飲用法」 

         第２部「運動疲労・筋肉づくりにおける抹茶の有用性」 
  

（参考）「宇治茶ブランド新展開プロジェクト協議会」の概要 

     構成団体：(公社)京都府茶業会議所、京都府茶生産協議会、京都府茶協同組合、日

本茶インストラクター協会京都府支部、京都府茶業連合青年団、(公財)

京都文化交流コンベンションビューロー、お茶の京都ＤＭＯ、京都府 

     会長：京都府農林水産部副部長  事務局：京都府農林水産部農産課 

 



 

（５）大型ショッピングモールでの消費イベントの開催 

   「冷た～い宇治茶体験」を９月１６日(土)～１８日(月・祝)にイオンモール久御山に

おいて開催しました。 

   アフターコロナで試飲可能なイベントは４年ぶりとなり、「冷抹茶の体験コーナー」や

飲み比べ体験の「宇治茶４種（玉露・かぶせ・煎茶・焙じ茶）の冷茶コーナー」、「石臼

体験」などの体験型コーナーを実施し、約７９０名の参加がありました。 

   また、同ブースで試飲茶を手頃な価格で販売したところ、冷茶コーナー体験者１４９

名にティーバッグ５８個（５００円/個）、抹茶体験者１７３名に１０個（１，５００円/

２０g）を販売し、宇治茶の魅力を大きく発信できました。 

 

（６）全国及び京都府内での市民、消費者対象イベントに対する協賛、協力 

   宇治茶の価値を理解いただくような普及啓発を進めるため、山城地域をはじめ、京都

府内各地で実施された「伝説の茶農家・茶商によるプレミアム大茶会」、「宇治茶・山城

ごちそうフェスタ」に協賛、協力しました。 

 

（７）「日本茶８００年の歴史散歩～京都・山城」の情報発信への協力・支援 

   「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」において「日本茶８００年の歴史散歩～京都・

山城」(平成２７年４月に「日本遺産(Japan Heritage)」に認定）について、宇治茶の味や

香りとともに紹介しました。 
 

（参考）日本遺産(Japan Heritage)の概要 

     地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺 

産(Japan Heritage)」に認定するとともに、ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある 

有形・無形の文化財群を地域が主体となって、総合的に整備・活用し、国内外に戦略 

的に発信することにより地域の活性化を図るものとして、平成２７年度に制度化。 

 

（８）宇治茶の知的財産保護への取組み推進 

   昨年度に「伝統宇治碾茶」の地理的表示（ＧＩ）登録制度への登録申請をしたところ

ですが、その後、農林水産省からの申請資料に対する質問等への対応を続けています。 

   （参考）令和６年５月１６日(木)に農水省による現地確認と意見交換が行われました。 

 

３ 宇治茶振興を目的とした宇治茶会館及び京都府茶業会館の貸与 

  宇治茶会館及び京都府茶業会館は、茶業関係者はもとより広く消費者の皆さんに、宇治

茶の振興や宇治茶文化の継承等に寄与するイベントや各種催しを実施する場として貸出を

行っているところです。令和５年度も各種団体に合わせて宇治茶会館７９回、京都府茶業

会館６８回のご利用をいただきました。 

  今後とも、宇治茶会館及び京都府茶業会館をより多くの方に知って貰い、一層宇治茶振

興の場として活用いただけるよう努めることとしています。 

  本年度の利用実績は次のとおりです。 



 

<宇治茶会館利用実績> 

団体名 内  容 回数 公益 収益 法人 

本会議所(京都府茶協同組合、京

都府農産課との共催関係含む) 

八十八夜茶摘みの集い、プレミア

ム宇治茶認証、ＧＦＰ研修会 等 
２４  ６  １８ 

京都府茶生産協議会 京都府茶品評会 ８  ７   １ 

京都府茶協同組合 販売会、宇治茶品評会等 ７  ７   

宇治茶の郷づくり協議会 運営委員会、総会 ２  ２   

京都府農林水産部農産課 宇治茶文化講座等 ２  ２   

京都府山城広域振興局 キッズ茶ムリエ検定等 ７  ７   

京都府茶業研究所 宇治茶アカデミー １  １   

京都府立木津高等学校 手もみ茶研修 １  １   

日本茶輸出促進協議会 輸出向け実証圃設置事業検討会 １  １   

ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 一次試験 １   １  

第７５回関西茶業振興大会 審査会等 ２  ２   

京都府茶業連合青年団 茶審査技術競技大会 １  １   

(一社)京都山城地域振興社 取締役会等 ４   ４  

日本茶インストラクター協会京都

府支部 
総会、茶香服大会 １  １   

宇治市茶生産組合 宇治市茶生産者大会等 ２  ２   

城陽市茶生産組合 茶品評会 １  １   

ＮＰＯ法人こみねっと スクール茶ムリエマスター講習会等 ３  ３   

その他 宇治茶振興に関する会議等 １１  7  ４  

合計 ７９ ５１  ９ １９ 

 

<京都府茶業会館利用実績> 

１ 貸出等利用 

団体名 内  容 回数 公益 収益 法人 

サムライ茶人 日本茶ショー １２ １２   

Jcotton 「花と茶」イベント １  １   

(株)京都春秋 お茶講座 １  １   

茶楽会 京都産業大学白馬会 茶香服大会 １  １   

宇治茶祭奉賛会 宇治茶まつり副席 １  １   

ＮＰＯ法人日本茶インストラクター協会 認定式 １   １  

当会議所 若手プレミアム茶会 ３  ３   

合計 ２０ １９  1  

 



 

２ 喫茶等利用 

団体名 内  容 利用回数 

トマト日本(株) 喫茶   ９ 

雲海ツアー 抹茶アート   ２ 

枚方市立桜ケ丘中学校など４中学校 喫茶   ４ 

東京都立豊島高校 喫茶   １ 

京都府立城陽支援学校 抹茶アート   １ 

京都福祉専門学校 喫茶   １ 

東宇治退職教員互助組合 茶香服   １ 

香岳園製茶(株) 茶香服   １ 

(株)伊藤久右衛門 茶香服   １ 

その他団体(２７団体) 喫茶、茶香服、抹茶アート ２７ 

 合計 ４８ 

 

【Ⅲ 宇治茶振興に対する助成事業】 

１ 令和５年度宇治茶振興助成事業（公募方式により事業助成する事業）の採択結果 

（１）ホームページを通じた公募 

   令和５年度宇治茶振興助成事業公募要領をホームページに掲載し、京都府内に所在す 

  る個人、団体を対象に「宇治茶の普及・啓発による地域の活性化」または「宇治茶文化 

  の保存・継承、理解促進」に該当する事業を公募しました。 

期 間：令和５年３月６日(月)～３月２４日(金) 

助成率：京都府内１市町村内又は京都府外のみ…採択した事業内容の事業費の２/３以内 

助成率：京都府内２市町村以上は京都府外のみ…採択した事業内容の事業費の３/４以内 

 

（２）応募状況と選考結果 

   ９団体から応募（申請総額５，７１８，０００円）があり、学識経験者等で構成する選 

考委員会（森正美委員長ほか学識経験理事４名で構成）において、答申案を策定しました。 

   ① 選考日 ：令和５年５月１０日(水) 

   ② 出席者 ：選考委員 

   ③ 選考結果：承認団体は８団体、承認額は４，５６４，０００円。 

 

（３）令和５年度宇治茶振興助成事業実施実績等について 

   実施実績については、下記に記載のとおりです。 

 なお、助成団体は８団体、交付確定額は計４，０４２，０００円となりました。 

〇 宇治市茶生産組合 

  事 業 名 宇治茶普及宣伝対策事業 

 事業内容 ① 普及宣伝事業 [アクトパル秋まつり(10/9)、近畿歴史まちづくりサミッ

ト(12/2)、うーちゃフェスタ(12/17)] 



 

② 手摘み茶推進事業（茶摘み募集チラシの配架） 

  交付額等 交付額 444,000円（決定額 587,000 円、申請額 587,000 円） 

 

〇 ＮＰＯ法人和束ティー・フレンズ 

  事 業 名 ① 和束・茶会 

       ② 【事業取下げ】木津川市学校教育機関での美味しいお茶の淹れ方教室 

       ③ 【事業取下げ】国内外の消費者を対象としたお茶教室 

  事業内容 実施日：３月１７日(日)、場所：和束運動公園一帯、参加者：２１６名 

  交付額等 交付額 111,000円（決定額 412,000 円、申請額 412,000 円） 

 

〇 京都文教大学 

 事 業 名 親子で楽しむ宇治茶の日２０２３ 

  事業内容 ① 宇治茶スタンプラリーの実施 

実施日：２月１０日(土)～２５日(日)、場所：宇治橋周辺 

参加者：８５０名 

    ② 宇治茶の淹れ方ワークショップ・茶香服体験の実施 

     [縁庵マルシェ(4/16)、宇治まきマルシェ(6/4)、京都文教大学オープンキャンパ

ス(7/16、8/5-6、8/20)、みんなのき子ども園サマースクール(8/24)、伏見ふれ

あいプラザ(9/3)、まちにわワークショップ(9/24)、わんさかフェスタ(10/28)]等。 

③ ＳＮＳを使った情報発信 

  交付額等 交付額 750,000円（決定額 750,000 円、申請額 750,000 円） 

 

〇 山城喫茶文化連盟 

  事 業 名 山城地域（相楽地域）喫茶交流茶会の開催 

  事業内容 実施日：１１月１１日(土)、場所：けいはんなプラザ、参加者：１７０名 

 交付額等 交付額 321,000円（決定額 321,000 円、申請額 321,000 円） 

 

〇 ＮＰＯ法人こみねっと 

  事 業 名 スクール茶ムリエマスター 

  事業内容 ①呈茶活動 

       ・宇治茶イベント「茶 Café マスター」の開催 

        実施日：８月２０日(日)、場所：中宇治ＢＡＳＥ 

        参加者：マスター２０名、来客５０名 

       ・その他イベント出展： 

文化庁京都移転記念事業(9/9)、わんさかフェスタ(10/28)、宇治茶・山城ごちそ 

うフェスタ(11/12)、STUDY KYOTO(12/16)、うーちゃフェスティバル(12/17)。 

②茶業者の支援による学習活動  

       ・「合組を学びオリジナル茶を作る」 

         実施日：６月２５日(日)、場所：宇治茶会館、マスター参加者：２１名 



 

・「伝統の宇治製法を知り手もみ茶を作るワークショップ」 

         実施日：７月２７日(木)、場所：宇治茶会館、マスター参加者：２２名 

        ③次世代のマスターを育成する 

  交付額等 交付額 280,000円（決定額 340,000 円、申請額 340,000 円） 

 

〇 京都府茶業連合青年団 

  事 業 名 宇治茶喫茶宣伝事業 

 事業内容 宇治茶の無料接待や淹れ方教室、茶香服等の実施。事業数３１[第 72回宇治 

茶まつり(10/1、60 名)、綾部産業まつり(10/1、180名)、北野大闘茶会(10/20)、

80名)、城陽茶まつり(11/3、300名)、たなフェス 2023(11/3、50 名)、道の

駅南山城イベント (11/23、500名）]等、対象人数計６，０２１名。 

  交付額等 交付額 2,000,000円（決定額 2,000,000 円、申請額 2,000,000 円） 

 

〇 南山城村茶業振興対策協議会 

  事 業 名 南山城村茶業振興対策事業 南山城村茶業者大会「お茶の日」 

  事業内容 ① 南山城村小学校児童全員（８０名）へ煎茶の贈呈 

       ② 小学校６年生対象のお茶の淹れ方教室の実施（参加者：８０名） 

  交付額等 交付額 39,000円（決定額 39,000 円、申請額 39,000円） 

 

〇 山城茶業組合 

  事 業 名 日本遺産 上狛茶問屋街を中心とした宇治茶の宣伝事業 

  事業内容 ①「やましろまつり」でのお茶の呈茶 

         実施日：１１月５日(日)、場所：アスピアやましろ、接待数：２，６００名 

       ②「山脊古道とことんウォーク」でのお茶の呈茶 

         実施日：１１月１９日(日)、場所：商工会山城支所前、接待数：６００名 

  交付額等 交付額 97,000円（決定額 115,000 円、申請額 115,000 円） 
 
 

   

 

宇治市茶生産組合 

(近畿歴史まちづくりサミット) 

京都文教大学 

(縁庵マルシェ) 

 

 



 

２ 選考の上、助成する事業 

（１）宇治茶の郷づくり協議会に対する助成 

ア 対象団体：宇治茶の郷づくり協議会（会長：堀井長太郎京都府茶業会議所会頭） 

イ 助成額：１００万円 

ウ 助成理由：当該団体は、幅広い行政、農業団体等により構成され、宇治茶を柱とし

た地域の振興や宇治茶文化の継承等を目的とした事業を実施している 

ことから、公募方式をとらず助成金額等を決定した。 

 

（２）京都府茶業研究所が実施する企業、大学等との共同研究に対する助成 

ア 研究課題名：玉露の消費拡大に向けた新たな飲み方の開発 

(研究期間：令和４年～令和６年） 

イ 共同研究機関等：京都府立医科大学 

ウ 助成額：１００万円 

エ 令和５年度試験研究項目：玉露の新たな飲み方提案のための製造方法の開発 

オ 成果： 

   玉露を界面前進凍結濃縮後、濃縮冷凍キューブを作成し、HPLC 分析を行った 

  結果、濃縮冷凍キューブに含まれるテアニンおよび EGCｇ成分が２～３倍に濃縮 

されていることを確認した。 

     また、濃縮冷凍キューブを２倍希釈して飲用する時はテアニン濃度が濃縮前より 

約１．５倍になることが分かった。濃縮冷凍キューブの官能検査により２倍希釈が 

良いという結果になった。しかしながら、濃縮前の「覆い香味が薄かった」。こと 

から、次年度以降は玉露抽出方法の検討が必要である。 

 

【Ⅳ (公社)京都府茶業会議所の組織強化】 

１ 理事会、専門委員会の定例的開催 

  「より開かれた京都府茶業会議所」を目指すには、広く意見を集め、活発な議論をして 

 いくことが大切との認識から、令和５年度は２回の理事会及び専門委員会を開催し、重要・ 

懸案課題の解決に当ったところです。 

＜専門委員会開催実績＞ 

専門委員会名 開催回数 主な議題等 

企画総務 ０  

茶生産対策 １ 〇 両委員会の事業について 

〇 製造加工費の高騰について 

〇 地理的表示(ＧＩ)登録制度    ※合同委員会として開催 茶流通対策 １ 

普及啓発 １ 
〇 オンライン事業について 

〇 リアル事業について 

選考 １ 
○ 令和４年度宇治茶振興助成事業 事業実績報告について 

○ 令和５年度宇治茶振興助成事業について 



 

２ 茶業功績者に対する表彰 

  長年茶業振興に尽力された次の方々については、当会議所として会頭表彰した他、 

 関西茶業協議会の茶業功労者表彰、(公社)日本茶業中央会の茶業功績者表彰をそれぞれ 

 受賞されました。 

（１）(公社)京都府茶業会議所 茶業功績者表彰 

   奥谷善巳 様  森田治秀 様  吉川良紀 様 

 

（２）関西茶業協議会 茶業功労者表彰 

   関西茶業協議会主催により関西茶業振興大会が開催され、表彰式等は各府県で行われ

たことから、功労者表彰は執り行われませんでした。 

 

（３）(公社)日本茶業中央会 茶業功績者表彰 

   林 善嗣 様 

 

３ 説明会等の開催 

（１）インボイス制度の説明会 

   開催日：令和５年４月４日(火) 

   場 所：宇治茶会館 

   内 容：インボイス制度の概要、インボイス制度の全農京都茶市場の対応 

   参加者：９０名（来場４０名、オンライン５０名） 

 

（２）ハラスメント講習会 

   開催日：令和６年２月１４日(水) 

   場 所：宇治茶会館 

   テーマ：「お互いが働きやすい職場に お互いを尊重し合える社会に 今必要なアンガー 

       マネジメントの視点」 

   講 師：久野孝希（日本アンガーマネジメント協会公認講師、MEBUKULINK 代表） 

   参加者：３３名 

 

 


